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四球後と3-0後の配球傾向

・昨年度卒業された先輩との合同研究を引き継いで行っているもの

・研究背景

先輩が野球部だった当時のポジションがキャッチャーであり、四球後の最初の
投球で悩まれていた経験から、四球後の初球と四球が出やすい状況である3-0
後は心理的にもストライクボールを投げたいという思いに駆られることで配球
に変化が出ると考えたため

・今年度は昨年度の研究結果を踏まえさらなる研究を行っている



昨年度の研究について

• 対象データ
データスタジアム株式会社より貸与して頂いたもの

• 対象チーム・対象選手
2020-2022年セリーグ公式戦において対象場面での投球が多かった選手

先発:九里亜蓮、戸郷翔征、小笠原慎之介、森下暢仁、青柳晃洋、大貫晋一、柳裕也

中継ぎ、抑え:エスコバー、ケムナ誠、岩崎優、岩貞裕太、清水昇、藤嶋健人

• 研究方法
3年間全体での比較を行い、その後状況（打順、イニング等）に応じた比較を行った



データの概要



研究結果





今年の研究について

• 今年度は昨年度の研究結果を踏まえさらなる研究を行っている

• 今年度は自分と3年生3人の4人での合同研究

• 現状は3年間の出場試合数を踏まえ対象とする選手を決める段階

研究方法（予定）

・状況を複合させた比較（例:1回と9回での1番バッターへの配球等)

・キャッチャーが構えたコースと実際に投球されたコースの比較
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